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Ｒ
Ｅ
Ｆ
第
九
期
中
間
活
動
報
告
会
が
令
和
四
年

三
月
五
日
（
土
）
に
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
。
福
井
県
内
外
か
ら
二
十
三
名
の
参
加
が
あ

っ
た
。 

報
告
会
は
、
初
め
に
開
会
の
挨
拶
と
し
て
、
副
理

事
長
で
あ
る
宮
本
好
昭
氏
よ
り
頂
き
、
『
県
境
道
路

分
科
会
』
、『
交
通
分
科
会
』、『
地
象
分
科
会
』
、『
道

路
安
全
分
科
会
』
の
順
に
、
現
在
ま
で
の
活
動
報
告

と
講
評
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
に
、
川
本
義
海
理
事

に
よ
る
総
評
が
行
わ
れ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
行
動

を
制
限
さ
れ
る
中
で
は
あ
っ
た
が
、
現
地
調
査
や
文

献
調
査
な
ど
各
分
科
会
で
少
し
ず
つ
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
活
動
に
戻
り
つ
つ
あ
る
印
象
を
受
け
た
。 

中
間
報
告
会
の
後
は
、
広
報
幹
事
及
び
財
務
幹
事

よ
り
、
機
関
誌
発
送
に
つ
い
て
の
報
告
及
び
会
費
納

入
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、
宮
本
好
昭
副
理
事
長

に
よ
る
閉
会
の
挨
拶
を
も
っ
て
、
中
間
活
動
報
告
会

は
終
了
し
た
。 

 
 

【
分
科
会
報
告
会
】 

【
県
境
道
路
分
科
会
】 

発
表 

橋
本 

拓
己
氏 

講
評 

嶋
田 

喜
昭
氏 

「
文
献
輪
読
（
地
域
活
性
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
）
」 

 

県
境
道
路
分
科
会
で
は
、
県
境
地
域
の
現
地
調
査
を
メ

イ
ン
と
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
を
踏
ま
え
て
中
止
し
、
文

献
輪
読
の
み
の
活
動
と
し
た
。 

輪
読
す
る
文
献
と
し
て
は
、「
地
域
活
性
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
（
ち
く
ま
新
書
）
」
を
用
い
た
。
本
書
は
、
地
域
産

品
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
題
材
と
し
て
、
望
ま
し
い
地
域

発
展
、
地
域
支
援
の
あ
り
方
を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
視
点

か
ら
述
べ
て
お
り
、
地
方
が
特
産
品
で
い
か
に
稼
ぐ
か
実

践
に
役
立
つ
方
針
を
示
す
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。 

特
に
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
の
観
点
か
ら
地
域
と
消
費

者
の
結
び
つ
き
を
深
め
る
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。
当
分

科
会
の
対
象
で
あ
る
県
境
地
域
で
特
産
品
を
生
み
出
す

ま
た
は
探
し
出
し
、
そ
れ
を
ブ
ラ
ン
ド
化
し
て
活
用
す
る

こ
と
が
で
き
れ
ば
、
得
た
収
益
で
地
域
の
維
持
に
貢
献
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。 

 

【
交
通
分
科
会
】 

発
表 

浅
野 

周
平
氏 

講
評 

清
水 

健 

氏 

 

「
地
方
都
市
に
お
け
る 

自
動
車
保
有
動
機
の
特
徴
に
関
す
る
研
究
」

  

地
方
都
市
に
お
け
る
自
動
車
依
存
は
顕
著
で
あ
り
、
多

く
の
人
に
と
っ
て
自
動
車
が
な
い
生
活
は
考
え
ら
れ
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
「
特
に
理
由
が
な

い
」
等
の
合
理
的
で
な
い
動
機
で
所
有
す
る
存
在
も
あ

り
、
こ
の
層
が
相
当
数
存
在
す
る
と
し
た
ら
、
公
共
交
通

の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
た
と
し
て
も
期
待
通
り
の
効
果

を
見
込
む
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
非
合
理
的
な
理

由
で
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
人
が
ど
の
程
度
存
在
す

る
か
把
握
し
、
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
。 

 

調
査
は
全
国
の
中
核
市
を
対
象
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
を
実
施
し
、
八
個
の
自
動
車
の
保
有
動
機
に
対
す
る

重
要
度
や
類
型
化
を
行
っ
た
。 

 

ま
ず
、
車
を
保
有
す
る
動
機
の
重
要
性
と
し
て
一
対
比

較
を
用
い
て
算
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
非
合
理
的
な
保
有

動
機
の
重
要
度
は
二
割
程
度
で
あ
っ
た
。 

重
要
度
の
相
関
分
析
を
行
っ
た
結
果
、
合
理
的
な
保
有

動
機
で
は
「
目
的
地
へ
の
移
動
可
能
性
」
と
「
目
的
地
ま

で
の
快
適
性
」
を
重
視
す
る
動
機
に
分
か
れ
た
。
ま
た
非

合
理
的
な
動
機
で
は
、
「
趣
味
性
」
と
「
他
者
か
ら
の
目

を
気
に
す
る
」
と
い
っ
た
移
動
と
は
無
関
係
な
動
機
に
二

分
さ
れ
た
。
こ
の
相
関
の
結
果
を
踏
ま
え
ク
ラ
ス
タ
ー
分

析
を
行
い
標
本
の
類
型
化
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、 

五

分
類
に
類
型
化
さ
れ
、
非
合
理
的
な
層
は
趣
味
性
重
視
層

と
無
意
識
保
有
層
の
二
つ
が
抽
出
さ
れ
た
。 

終
報
告
に
向
け
て
、
追
加
分
析
と
そ
れ
を
基
に
し
た

議
論
を
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。 

県
境
道
路
分
科
会 

交
通
分
科
会 

中間活動報告会の状況 



【
地
象
分
科
会
】 

発
表 

梅
田 

祐
一
氏 

講
評 

西
谷 

光
史
氏 

 

「
福
井
の
地
名
か
ら
学
ぶ
防
災
・
減
災
に
つ
い
て 

 

～
小
浜
市
編
～
」

  

大
雨
な
ど
の
防
災
・
減
災
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
気
象
と

並
ぶ
重
要
な
要
素
と
し
て
地
形
が
あ
げ
ら
れ
る
。
地
象
分
科
会

で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
小
浜
市
を
対
象
と
し
て
、
現
地
調
査

や
文
献
を
通
し
て
地
形
の
特
徴
を
捉
え
、
地
名
と
の
関
連
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。 

 

現
地
調
査
に
先
立
ち
、
小
浜
市
遠
敷
に
あ
る
若
狭
歴
史
博
物

館
で
若
狭
地
域
の
歴
史
を
調
べ
、
そ
の
後
北
川
流
域
の
現
地
調

査
を
行
っ
た
。 

 

北
川
下
流
域
の
江
古
川
で
は
、
現
在
施
工
中
の
輪
中
堤
が
あ

り
、
こ
の
周
辺
で
は
平
成
二
五
年
の
台
風
一
八
号
に
よ
り
、
多

く
の
家
屋
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か
ら
整
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
北
川
は
土
砂
供
給
力
が
高
く
、
そ
れ
に
対

し
て
江
古
川
の
よ
う
な
小
河
川
が
合
流
す
る
流
域
は
後
背
湿

地
と
呼
ば
れ
浸
水
区
域
と
な
り
や
す
い
。
こ
の
よ
う
な
地
域

は
、
泥
や
腐
敗
土
の
堆
積
に
よ
っ
て
軟
弱
な
地
盤
が
形
成
さ
れ

や
す
い
特
徴
を
持
つ
。 

 

江
古
川
の
合
流
点
付
近
は
、
河
道
を
大
き
く
屈
曲
さ
せ
、
北

川
と
並
走
さ
せ
た
の
ち
、
約
一
キ
ロ
先
で
合
流
さ
せ
て
い
る
。

過
去
に
は
江
古
川
に
水
門
を
設
け
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、
現
在

で
は
江
古
川
の
霞
提
と
し
て
の
機
能
を
維
持
し
つ
つ
、
輪
中
堤

な
ど
の
個
別
対
策
を
併
用
し
て
流
域
治
水
を
目
指
し
て
い
る
。

北
川
上
流
で
も
、
支
川
流
域
の

下
流
の
位
置
で
霞
堤
が
確

認
さ
れ
た
。
江
古
川
と
上
流
の
支
川
の
二
つ
の
霞
堤
は
、
対
岸

側
に
山
体
（
絶
対
に
破
堤
し
な
い
山
付
堤
）
が
存
在
す
る
た
め
、

自
然
に
霞
提
と
し
て
の
地
形
が
形
成
さ
れ
、
水
門
を
設
け
ず
、

こ
れ
を
活
用
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
た
。 

 

終
報
告
に
向
け
て
さ
ら
に
調
査
を
進
め
、
防
災
・
減
災
の

在
り
方
に
つ
い
て
整
理
、
報
告
し
た
い
。 

【
道
路
交
通
安
全
分
科
会
】 

発
表 

三
村 

泰
広 

氏 

講
評 

小
塚 

み
す
ず
氏 

 

「
自
動
運
転
・
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
社
会
に
お
け
る 

短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
」 

 
 

今
年
度
の
道
路
交
通
安
全
分
科
会
で
は
、μ

M

の
体
系
を
捉

え
、
短
距
離
移
動
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
活
用
方
策
に
つ
い

て
、
特
に
自
動
運
転
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
と
の
連
携
も
考
慮
し
て
検
討
す

る
。
中
間
報
告
で
は
、μ

M

の
利
用
者
像
と
し
て
想
定
さ
れ
る
交

通
弱
者
の
交
通
実
態
、
ま
た
移
動
制
約
者
の
移
動
ニ
ー
ズ
に
つ
い

て
整
理
を
行
っ
た
。 

 

ま
ず
は
、μ

M

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
交
通
行
動
実
態
に
つ
い
て
平
成

二
七
全
国
都
市
交
通
特
性
調
査
結
果
を
用
い
て
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
を

把
握
す
る
。 

 

外
出
目
的
・
頻
度
を
み
る
と
、
若
者
で
は
平
日
は
二
〇
代
で
男

性
が
業
務
目
的
、
女
性
は
買
い
物
目
的
が
増
加
す
る
。
休
日
は
買

い
物
、
食
事
の
割
合
が
多
く
占
め
て
お
り
、
女
性
の
方
が
男
性
よ

り
頻
度
が
多
い
。
ま
た
、
高
齢
者
で
は
八
〇
歳
以
降
で
外
出
頻
度

が
顕
著
に
減
少
し
、
休
日
で
も
同
傾
向
と
な
る
。 

 

交
通
手
段
に
着
目
し
て
み
る
と
、
若
者
で
は
男
女
差
は
あ
ま
り

な
い
が
、
地
方
都
市
圏
で
は
、μ

M

の
代
替
手
段
で
あ
る
徒
歩
・

自
転
車
で
の
移
動
が
三
割
を
占
め
る
。
高
齢
者
で
は
、
地
方
都
市

圏
に
お
い
て
男
性
の
自
動
車
運
転
が
多
い
が
、
女
性
は
都
市
圏
に

よ
ら
ず
半
数
近
く
が
自
転
車
か
徒
歩
で
移
動
し
て
い
る
。 

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、μ

M
の
可
能
性
と
し
て
、μ

M

の

大
の

特
徴
は
動
力
に
よ
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
る
快
適
性
と

回
遊
性
の
向
上
で
あ
り
、
こ
の
恩
恵
を
直
接
的
に
受
け
る
の
は
、

心
身
機
能
の
低
下
に
よ
り
移
動
負
荷
が
増
加
す
る
高
齢
者
と
想
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
若
年
層
に
対
し
て
も
期
待
は
さ
れ
る
が
、
暑
い

時
の
移
動
や
荷
物
が
多
い
等
の
突
発
的
に
ニ
ー
ズ
が
発
現
さ
れ
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
た
め
、
こ
の
点
を
踏
ま
え
て
検
討
が
必
要
で

あ
る
。 

今
後
は
、
交
通
弱
者
の
交
通
実
態
や
移
動
制
約
者
の
移
動
ニ
ー

ズ
等
を
考
慮
し
、
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
技
術
基
準
や
規
制
等
も
踏
ま

え
て
、μ

M

の
体
系
を
整
理
し
活
用
方
策
を
検
討
す
る
。 

【
会
費
の
納
入
に
つ
い
て
】 

会
費
の
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

■
年
会
費 正

会
員 

 

： 
 

一
二
，
〇
〇
〇
円 

賛
助
会
員 

： 
 

三
，
〇
〇
〇
円 

 

■
会
費
納
入
先 

 
 

 
 

《
振
込
み
の
場
合
》 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

振
替
口
座 

七
三
〇‐

三‐

二
〇
三
九
六 

 

 

福
井
地
域
環
境
研
究
会 

 

※
機
関
紙
巻
末
の
振
込
用
紙
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

《
直
接
支
払
う
場
合
》 

 

総
会
、
中
間
報
告
会
、
談
話
会
等
開
催
時
、
ま
た
は
、

左
記
、
財
務
幹
事
ま
で
直
接
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

 
 

【
財
務
幹
事
】 

〒
九
一
三-

八
五
一
一 

福
井
県
坂
井
市
三
国
町
水
居
一
七-

四
五 

 
 

 
 

福
井
県
三
国
土
木
事
務
所 

 

清
水 

健 

T
EL
 
 

〇
七
七
六‐

八
二‐

一
一
一
八(

内
線
四
六
二) 
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道
路
交
通
安
全
分
科
会 

地
象
分
科
会 


